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展 示 の ご 案 内

平成26年度 夏季企画展

「WAO!和本～植田家の書籍～」
2014年７月4日（金）～8月31日（日）

 次 回  通常展「大和川付替え関連展示」（9/4～10/29）
旧大和川の歴史と旧植田家住宅の変遷をパネルと資料でたどります。

※休館日は P15 をご覧ください
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表紙写真

《河内鉄道会社路線図》（部分）

　明治28年（1895）頃に敷設計画があった河内鉄道

（八尾～住道）の路線図。旧大和川（玉串川）沿いを

線路が通っている。河内鉄道会社の設立に関わった

植田家には、河内鉄道および鉄道関連の文書が数点

のこされている。
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企画展

八尾の鉄道八尾の鉄道
～鉄道のある風景とくらし～

　

２
０
１
４
年
３
月
に
開
催
さ
れ
た
企
画
展「
八

尾
の
鉄
道
～
鉄
道
の
あ
る
風
景
と
く
ら
し
～
」で
は
、

新
旧
の
駅
写
真
を
中
心
に
、
鉄
道
関
連
資
料
を
各

関
係
機
関
・
団
体
、
個
人
等
か
ら
集
め
、
一
堂
に

展
示
し
ま
し
た
。植
田
家
の
収
蔵
品
だ
け
を
展
示

す
る
こ
れ
ま
で
の
企
画
展
と
は
違
っ
た
本
展
は
、

時
代
の
風
景
や
個
人
の
記
憶
を
頼
り
に
、
多
く
の

方
々
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、
来
場
者
数
も
過
去

最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、「
八
尾
の
鉄

道
」展
を
ふ
り
返
り
、目
玉
の
一
つ
と
な
っ
た
河
内

鉄
道
に
つ
い
て
も
紹
介
し
ま
す
。

【
八
尾
の
鉄
道
】

　

現
在
八
尾
市
内
に
は
、
西
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
）、
近
畿
日
本
鉄
道
（
近
鉄
）、

大
阪
市
交
通
局
（
大
阪
市
営
地
下
鉄
）
の
各
鉄
道

会
社
の
運
営
す
る
12
の
駅
が
あ
り
ま
す
。
各
駅
と

も
に
、
現
在
に
至
る
ま
で
に
は
様
々
な
変
遷
が
あ

り
、
展
示
で
は
今
昔
写
真
を
通
し
て
、
そ
の
歴
史

を
ふ
り
返
り
ま
し
た
。
特
に
、
旧
植
田
家
住
宅
の

最
寄
り
駅
で
あ
る
「
Ｊ
Ｒ
八
尾
」
駅
は
、
今
年
の

５
月
14
日
に
開
業
１
２
５
周
年
を
迎
え
る
最
も
古

い
歴
史
の
あ
る
駅
で
、
昨
年
の
７
月
に
は
橋
上
駅

舎
化
と
自
由
通
路
の
設
置
も
終
え
、
新
し
い
歴
史

の
１
ペ
ー
ジ
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
、

プ
レ
イ
バ
ッ
ク→2014年3月6日（木）～5月18日（日）

もう一度ふり返る…
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Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
の
旧
駅
舎
看
板
（
Ｊ
Ｒ
八
尾
駅
提
供
）

の
ほ
か
、
明
治
22
年
の
大
阪
鉄
道
・
湊
町
～
柏
原

駅
間
（
現
・
関
西
本
線
）
開
通
当
初
の
レ
ー
ル
（
柏

原
市
教
育
委
員
会
提
供
）
な
ど
も
展
示
し
ま
し
た
。

私
た
ち
の
記
憶
の
中
に
あ
る
鉄
道
の
風
景
は
、
そ

の
当
時
の
く
ら
し
の
記
録
で
も
あ
り
、
そ
の
中
に

は
時
代
や
ま
ち
な
み
の
変
化
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い

出
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
本
展
を
通
じ
て
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

幻の河内鉄道！その路線図を公開！

「河内鉄道会社路線図」（明治28年頃、59cm×27.5cm、旧植田家住宅所蔵）

【
幻
の
河
内
鉄
道
】

　

本
企
画
展
の
も
う
ひ
と
つ
の
目
玉
と
な
っ
た
の

が
、「
ま
ぼ
ろ
し
の
河
内
鉄
道
」
の
ト
ピ
ッ
ク
展
示

で
し
た
。「
河
内
鉄
道
」
は
、
鉄
道
敷
設
法
の
公

布（
明
治
25
年
）
と
日
清
戦
争（
明
治
27
～
28
年
）
後
の

好
景
気
で
日
本
各
地
に
鉄
道
敷
設
の
構
想
が
持
ち

上
が
っ
た
時
代
、
八
尾（
大
阪
鉄
道
。現
・
Ｊ
Ｒ
大
和
路

線
）～
住
道（
浪
速
鉄
道
。現
・
Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線
）間
に
計

画
さ
れ
た
路
線
で
す
。
残
念
な
が
ら
こ
の
計
画
は

そ
の
後
の
経
済
不
況
な
ど
に
よ
り
実
現
に
は
至
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鉄
道
会
社
の
創
立
に
大
き
く

関
わ
っ
た
植
田
家
に
は
そ
の
関
係
文
書
が
の
こ
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
会
社
創
立
委
員
に
は
、

植
田
家
５
代
目
・
植
田
一
郎
の
ほ
か
、
宝
永
元
年

の
大
和
川
の
付
け
替
え
に
尽
力
し
た
中な

か
じ
ん
べ
え

甚
兵
衛
の

子
孫
で
あ
る
中
敬よ

し
お男
の
名
前
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

今
回
初
公
開
の
「
河
内
鉄
道
会
社
路
線
図
」
に

は
、
旧
大
和
川
跡
の
玉
串
川
沿
い
に
線
路
が
描
か

れ
、
路
線
図
に
は
寺
社
仏
閣
や
周
辺
の
地
名
が
多

く
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
路
線
が
参
拝

者
の
往
来
や
物
資
輸
送
を
目
的
と
し
た
も
の
だ
と

い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
他
に
も
予
定
停

車
駅
が
記
さ
れ
た
「
河
内
鉄
道
路
線
略
図
」
も
公

開
し
、
知
ら
れ
ざ
る
八
尾
の
鉄
道
の
歴
史
に
も
ふ

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。       

（
学
芸
員 

安
藤
亮
）

12 の駅の今昔写真のほか、様々な関連資料を展示
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「
マ
ッ
プ
は
、
た
の
し
い
」「
ま
ち
あ
る
き
も
、

た
の
し
い
」。
マ
ッ
プ
と
ま
ち
あ
る
き
の
楽
し
み

方
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
下
さ
っ
た
の
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
Ｈ
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｉ
の
北
村
茂
章
さ
ん
。
建
築

家
の
北
村
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
場
所
や
地

域
に
行
き
、
ま
ち
あ
る
き
を
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、〝
マ
ッ
プ
師
〟（
同
法
人
で
の
呼
称
）
と
し

て
も
お
な
じ
み
の
北
村
さ
ん
が
作
成
す
る
マ
ッ
プ

は
、
ど
れ
も
や
さ
し
く
、
く
わ
し
く
、
あ
た
た
か

い
雰
囲
気
が
あ
り
、
ま
ち
あ
る
き
に
は
ぜ
ひ
連
れ

て
行
き
た
く
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
北
村
さ
ん

独
自
の
ま
ち
あ
る
き
の
楽
し
み
方
と
そ
の
極
意
、

マ
ッ
プ
の
活
用
と
効
用
に
つ
い
て
、
様
々
な
お
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
ち
あ
る
き
と
は
普
通
の
散
歩
と
は
ど
の
よ
う

に
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。
基
本
的
に
歩
く
こ
と
に

は
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ま
ち
あ
る
き
に
は

「
調
べ
る
、
見
つ
け
る
、
記
録
す
る
」
と
い
う
３

つ
の
要
素
が
あ
り
、
こ
れ
が
ま
ち
あ
る
き
の
楽
し

み
方
で
も
あ
る
と
い
い
ま
す
。
自
分
の
興
味
や
関

心
に
従
っ
て
歩
く
だ
け
で
も
楽
し
い
で
す
が
、
予

め
、
ま
ち
の
あ
れ
こ
れ
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
と
、

そ
こ
で
出
合
っ
た
も
の
が
、
ま
た
違
っ
て
見
え
て

き
ま
す
。
ま
た
、
普
段
見
慣
れ
た
場
所
で
も
、
意

外
と
知
ら
な
い
こ
と
が
多
い
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

ま
す
。
実
際
に
ま
ち
を
歩
い
て
み
る
と
、
些
細
な

こ
と
で
も
必
ず
発
見
が
あ
り
、
そ
れ
を
記
録
し
て

い
く
と
、
さ
ら
に
調
べ
る
事
が
出
て
く
る
。
こ
の

「
調
べ
る
→
見
つ
け
る
→
記
録
す
る
→
調
べ
る
…
」

の
集
積
が
い
ず
れ
マ
ッ
プ
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
講
座
で
は
、北
村
さ
ん
の
こ
れ
ま
で
の

マ
ッ
プ
や
記
録（
メ
モ
）
も
見
せ
て
頂
き
、そ
の
活

用
に
つ
い
て
語
ら
れ
ま
し
た
。ま
ち
は
常
に
変
わ

り
、５
年
が
経
つ
だ
け
で
も
そ
の
中
身
は
違
っ
て

い
き
ま
す
。そ
の
変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な
い
も

の
が
記
さ
れ
た
マ
ッ
プ
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
活
用

で
き
、
次
代
に
伝
え
る
た
め
の
資
料
と
し
て
も
有

用
で
あ
る
こ
と
を
、
講
座
を
通
し
て
学
び
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   　
　
（
参
加
者
）

マップとまちあるき
講座

2014.04.26

マップは、たのしい。

まちあるきも、たのしい。
まちをあるく。

まちあるきの楽しみ方の極意。

マップの活用と効用。

マップを紹介する北村茂章さん会場の様子

北村さん作成のオリジナルマップ
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６
月
28
日（
土
）
旧
植
田
家
住
宅
で
は
、
八
尾
市
立

八
尾
図
書
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
記
念
し
た
講
座

「
や
ぁ
！
お
ぉ
！
図
書
館
の
話
」
を
行
な
い
ま
し
た
。

本
講
座
は
、
こ
れ
ま
で
今
東
光
や
在
原
業
平
な
ど
を

取
り
上
げ
た
「
八
尾
再
発
見
！
文
学
に
見
る
八
尾
」

の
中
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
回
は
文
学
作
品
が

テ
ー
マ
で
は
な
く
、文
学
を
含
む
書
籍
を
扱
う
図
書

館
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、八
尾
図
書
館
館
長
の
南
昌
則

さ
ん
と
今
東
光
資
料
館（
八
尾
図
書
館
３
階
）職
員
の
堀

寿
恵
さ
ん
の
お
二
人
に
そ
れ
ぞ
れ
図
書
館
の
魅
力
に

つ
い
て
お
話
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
南
さ
ん
が
新
旧
の
八
尾
図
書
館
に
つ
い
て
、

軽
快
な
お
し
ゃ
べ
り
と
ク
イ
ズ
を
交
え
な
が
ら
紹
介

を
さ
れ
ま
し
た
。
ふ
だ
ん
気
に
な
る
図
書
館
の
裏
側

今
年
４
月
30
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
八
尾
図
書
館
。
こ
こ
に
は
、
様
々
な
本
と

の「
出
会（
合
）い
」
や「
驚
き
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
図
書
館
の
魅
力
に
つ
い
て
お
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

Ｙ
Ａ
！

Ｏ
Ｈ

！

八尾市立八尾図書館（八尾市本町2-2-8） http://web-lib.city.yao.osaka.jp

八
尾
再
発
見
！
文
学
に
見
る
八
尾

や
ぁ！
お
ぉ！
図
書
館
の
話

や
利
用
に
関
す
る
疑
問
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
至
っ
た

経
緯
な
ど
興
味
は
尽
き
ま

せ
ん
。
ま
た
今
回
の
メ
イ

ン
と
も
い
え
る
新
八
尾
図

書
館
に
つ
い
て
は
、
驚
き

の
設
備
と
機
能
が
満
載
で
、

参
加
者
の
関
心
を
大
い
に

引
き
ま
し
た
。
と
く
に
カ
ウ
ン
タ
ー
の
机
に
本
を
置

く
だ
け
で
貸
し
出
し
手
続
き
が
で
き
る
と
い
う
最
新

設
備
に
は
び
っ
く
り
で
す
。

　

ま
た
、
出
会
い
の
場
で
も
あ
る
図
書
館
に
は
、
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
や
設
備
も
多
く
整
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
、
学
生
が
よ
く
利
用
す
る
と
い
う
「
学
習
室
」

や
子
ど
も
の
た
め
の
「
お
は
な
し
の
部
屋
」、
多
目
的

軽快に図書館を紹介する南館長

な
「
対
面
朗
読
室
」
に
、
放
課
後
の
中
学
生
の
デ
ー

ト
ス
ポ
ッ
ト
に
も
な
っ
て
い
る
「
テ
ラ
ス
」
な
ど
、

図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
覆
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
半
の
堀
さ
ん
は
、
八
尾
図
書
館
の
３
階
に
新
設

さ
れ
た
「
今
東
光
資
料
館
」
に
つ
い
て
紹
介
を
さ
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
も
最
新
の
設
備
と
お
し
ゃ
れ
な
展

示
ス
ペ
ー
ス
で
、
八
尾
に
縁
の
あ
る
作
家
・
今
東
光

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。
講
座
で
は
、
堀
さ
ん
一
押
し
の〝
男
前
〟だ

と
い
う
、今
東
光
と
交
流
の
あ
っ
た
人
物
の
名
前
を

当
て
る
ク
イ
ズ
も
あ
り
、
会
場
の
参
加
者
は
写
真
を

見
て
頭
を
ひ
ね
っ
て
い
ま

し
た
。
資
料
館
で
は
、
こ

う
し
た
今
東
光
が
出
会
っ

た
様
々
な
人
物
と
も
パ
ネ

ル
で
出
会
う
こ
と
が
で
き
、

意
外
な
人
物
と
の
つ
な
が

り
に
思
わ
ず
「
お
ぉ
」
と

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

本
講
座
を
通
し
て
八
尾
図
書
館
の
魅
力
を
存
分
に

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
早
速
図
書
館
に
行
っ
て

本
を
借
り
て
み
よ
う
か
な
。 

（
旧
植
田
家
住
宅 

ス
タ
ッ
フ
）

堀さん一押しの写真は資料館で
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④天台院
天台宗総本山の比叡山延暦寺の末寺
で、室町時代初期の創建とされる。
昭和 26 年（1951）今東光が本山か
ら派遣され、約 24 年間ほど滞在。
その間、作家・政治家としても活躍
し、河内を舞台とした数々の名作を
生み、寺も河内の名所となった。

⑤八坂神社
中野村の氏神。元禄 5 年
(1693) に創建された。7 月
末にふとん太鼓がでる夏
まつりが行われている。 ⑥中野山本共同墓地

旧大和川の西の堤に位置する。今東光
の小説のモデルになった中野村の人々
の墓石もある。新田には多くの井戸が
掘られ、井戸と手押しポンプがのこる。

⑦山本高校と山本小学校
山本高校は昭和 2年（1927) 大阪
府立第 13 高等女学校として設立
し 、昭和 4 年 (1929) に当地に移
転してきた。また、山本小学校
は昭和 8 年（1933）に当地に移
転した。（※写真は山本高校前）

⑧山本町北第１公園と上之島墓地
相撲取りや義太夫の墓がいくつもあり、墓地の周囲
に公園が整備されている。

⑨上之島地蔵
もとは近くの中正寺の門前にあった。
村の誰かが ｢竹やぶに仏さんがいた
はる｣ という夢をみて掘ったら石仏が
出てきたと伝えられる。向かって右は
薬師如来像、左は阿弥陀如来像。

⑩御野縣主（みのあがたぬし）神社と親井戸
かつて三野郷といわれたこの地一帯を
支配していた豪族・美努連（みぬのむら

じ）、三野縣主一族の祖神であるとされ
る。創建年代は不詳であるが、延喜式神
名帳に河内国若江郡の御野縣主神社二
座と記載があることから平安時代以前
にはあったとされる。境内西側は小高
い丘で、旧大和川の堤跡であると考え
られる。境内の南
端には水道ができ
るまで使われてい
た上之島村の親井
戸が残る。

⑪寺井樋と寺井洫（みぞ）境石
寺井樋をめぐって安政 5 年 (1858) に、上之島村と中野村
の水争いが度々あった。寺井洫境石は、溝の水量を決める
石で、以前は水面の近くにあった。

⑫シラミ地蔵
万願寺村の北端に位置する。この道
は垣内にある元善光寺への参道にあ
たり、俊徳丸が四天王寺より高安の
里への帰り道、この地で夜が明け、
空が白んで

4 4 4

きたことから、この名が
付いたといわれている。

⑬八幡神社
成 立 は 不 明。万 願 寺 中 之 辻
の氏神。万願寺では、７月末
に万願寺 4 ヵ村（南之辻・中
之辻・北之辻・新家之辻）の
ふとん太鼓がでる夏まつりが
行われている。

⑭住吉神社
住吉三神を祀る。万願寺南之
辻・新家之辻の氏神。

⑮山本青果市場
市内にある青果市場は、昭和 30 年代
にきゅうり・トマトなど野菜の近郊
農家からの出荷で賑わったが、スー
パーの出店などで、各所にあった市場
も激減し、市内で唯一残る。

⑯山本新田会所跡・山本小学校跡
かつて山本新田の会所があった場所。
山本新田は、享保 13 年（1728）より
泉屋吉左衛門（住友）にうつり、その
後、昭和 15 年（1940）まで住友の
所有地であった。山本小学校は、当地
に明治6年（1873）河内第41番小学校
として創設された。



― 9 ―9

ま ち あ る き イ ベ ン ト

旧大和川を歩く
　宝永元年（1704）の大和川付け替えによって新田

開発された旧川筋には、歴史ある史跡や名勝、名所

がたくさん残されています。このまちあるきでは、

大和川付け替えの歴史を中心に、古いものから新しい

ものまで様々な魅力あるスポットを発掘します。

玉串川

堤
跡
の
段
差

堤
跡
の
段
差

親井戸

寺井樋

山本町北第１公園
上之島墓地

住吉神社

山本青果市場

山本新田会所跡
 山本小学校跡

シラミ地蔵

八幡神社

天台院

中野山本共同墓地

山本高校

山本小学校

八坂神社

河内山本駅

山本1丁目公園
 山本小学校跡

山本八幡宮と石燈籠

1

23

4

5

7

8

9

10

11 12

13

14

15

16

～ぶらり玉串川編 Part 2 ～
   　2014 年 5 月 11 日（日）、10 名の参加者とともに「旧大和川を

歩く～ぶらり玉串川編 Part2」を実施しました。今回は近鉄河内

山本駅を起点に玉串川を北上し、周辺のまちなみや旧河川の堤跡

を辿りました。このコースには寺社や墓地がたくさんあり、と く に

天井川であった旧大和川の堤にある墓地から当時の風景が想像でき、

村相撲のおこなわれた歴史的景観も感じられます。また、今回のまち

　あるきには、地域の墓碑などを調査・研究されている方が参加され、

　　特別に解説もしていただきました。

　　　　およそ 2 時間の道のりをぶらりと一周し、河内山本駅近くの

　　　　山本新田会所跡まで戻ってきました。最近では、おしゃれな

　　　　　カフェなどで注目されている山本駅周辺ですが、今東光

　　　　　　に縁のある天台院や大和川付け替えの歴史も多く

　　　　　　　のこされ、新旧ともにまちの魅力が感じられます。

上之島地蔵

①河内山本駅
大正 14 年 (1925) に大阪電気軌道（現・
近鉄大阪線 ) の路線が延伸開業し、
当地に山本停留場（現・河内山本駅）
が開業した。

②山本八幡宮と石灯籠
享保元年（1716）、石清水八幡宮より山本
新田の鎮守として勧請されたと伝わる。
新田の名称は、宝永元年（1704) の大和川
付替えの後の新田開発を請け負った山中
庄兵衛正永と本山弥右衛門重英の両名
の姓より付けられた。両名が寄進した石
燈籠が鳥居横に残る。

③山本 1 丁目公園 ( 山本小学校跡 )
山本小学校は、新田会所内に明治 6 年
(1873) に河内第 41 番小学校として
設立。当地に小阪尋常小学校として
明治 25 年 (1892) から昭和８年 (1933)
まであり、その後、山本高校の隣に移設。
当地には山本幼稚園が創設された。

6

御野縣主神社

寺井洫境石
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【
異
常
気
象
で
困
っ
た
現
象
】

　

本
来
な
ら
梅
雨
真
っ
只
中
の
７
月
上
旬
。
今
年

は
、
雨
が
ほ
と
ん
ど
降
っ
て
い
な
い
。
関
東
で
は

大
粒
の
ひ
ょ
う
が
降
り
、
車
庫
の
屋
根
を
壊
し
た

と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
こ
の
調
子
だ
と
後
半

に
、
ま
た
あ
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
み
ま
わ
れ
る
の
か
。

こ
こ
数
年
の
異
常
気
象
は
、
小
さ
な
畑
の
作
物
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
に
植
え
た
毎
度
お

な
じ
み
の
勝こ

つ
ま
な
ん
き
ん

間
南
瓜
に
も
珍
し
い
現
象
が
お
こ
っ

た
。
普
段
は
ツ
ル
が
伸
び
、
蕾

つ
ぼ
み

が
つ
い
て
雄お

ば
な花

が

咲
き
、
そ
の
後
し
ば
ら
く
し
て
か
ら
雌め

ば
な花
が
咲
く

No.21

は
ず
な
の
だ
が
…
咲
き
始
め
た
の
は
全
て
雌
花
。

い
く
ら
雌
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て
も
雄
花
が
全
然

咲
か
な
い
た
め
、
当
然
、
授
粉
が
で
き
ず
に
小
さ

い
実
は
枯
れ
落
ち
る
と
い
う
悲
し
い
結
末
。
世
間

で
は
「
草
食
系
男
子
」
が
増
え
て
い
る
そ
う
だ
が
、

南
瓜
の
世
界
で
も
「
肉
食
系
女
子
」
に
圧
倒
さ
れ

る
控
え
め
な
男
子
が
流
行
り
な
の
だ
ろ
う
か
。

【
お
味
は
上
々
！
】

　

全
く
忘
れ
去
ら
れ
た
ウ
ス
イ
エ
ン
ド
ウ
（「
栽

培
日
記
」
20
号
参
照
）
は
、
週
イ
チ
の
ド
ー
ピ
ン

グ
で
何
と
か
実
を
つ
け
、大
阪
人
風
に
言
う
と
「
ぼ

ち
ぼ
ち
で
ん
な
ぁ
」。
そ
し
て
、
い
つ
も
な
が
ら

か
ま
ど
で
炊
い
た
豆
ご
は

ん
の
味
は
最
高
！
回
数
を

重
ね
、
わ
た
く
し
釜
バ
ァ

が
、
ご
飯
炊
き
に
も
少
し

慣
れ
、
師
匠
よ
り
合
格
点

を
頂
い
た
こ
と
は
何
よ
り

有
難
い
こ
と
だ
。

　

九
月
に
は
「
防
災
！
か
ま
ど
で
ご
飯
炊
き
体
験
」

と
い
う
初
の
企
画
や
幼
稚
園
の
ご
飯
炊
き
見
学
な

ど
も
あ
り
、
釜
バ
ァ
の
出
番
も
多
く
な
り
そ
う
だ
。

こ
こ
一
番
で
コ
ゲ
コ
ゲ
お
こ
げ
を
作
ら
な
い
よ
う

に
気
を
引
き
し
め
、
緊
張
感
を
楽
し
も
う
と
思
う
。

【
視
力
回
復
!?
】

　

畑
横
の
庭
は
今
、賑
や
か
な
事
に
な
っ
て
い
る
。

壁
一
面
を
覆
う
ゴ
ー
ヤ
、へ
ち
ま
、ひ
ょ
う
た
ん
の

巨
大
な
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
。そ
し
て
ハ
ン
パ
な
い

数
の
イ
チ
ゴ
の
子
株
に
、ジ
ャ
ン
グ
ル
も
び
っ
く
り

な
勝
間
南
瓜
と
黒
門
越
瓜
。
グ
リ
ー
ン
マ
ニ
ア（
緑

好
き
）
の
方
、
疲
れ
目
の
方
、
か
く
れ
ん
ぼ
が
し

た
い
方
（
実
際
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）
は
、ぜ
ひ

一
度
こ
の
時
期
に
ご
来
館
下
さ
い
。但
し
、私
と
同

じ
く
虫
の
苦
手
な
方
は
蝉せ

み

タ
ッ
ク
ル
（
蝉
の
突
撃
）

を
も
ら
う
確
率
が
非
常
に
高
い
の
で
、予
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
ま
せ
。　
　

（
↓
緑
色
で
視
力
回
復
!?      
）

かまどで豆ご飯炊き 勝間南瓜と花
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「
な
に
わ
の
伝
統
野
菜 

栽
培
日
記
」

の
レ
シ
ピ
が
４
年
ぶ
り
に
復
活
！

釜
バ
ァ
に
よ
る
簡
単
レ
シ
ピ
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

【黒門越瓜の 輪 ! エビ詰め煮】

【黒門越瓜のゆず胡椒炒め】

【黒門越瓜のさっぱり和え】

① 越瓜は、ピーラーで
　  縦に数本皮をむく。

② ヘタを切り落とし、
　  2 センチ幅の輪切り
　  にする。

③ 輪切りにした瓜の種を
　  スプーンでくりぬき、
　 ぬいた所に片栗粉を
　  薄くまぶす。

材料（2人前）
・瓜………………… 1 本
・エビ（中）…… 5 ～ 6 匹
・人参………… 2～3 cm
・しいたけ………… 1 枚
・片栗粉……………少々
・塩・しょうゆ・酒…適量
・しょうが（千切り）
　　　 …スライス3枚分

材料（2人前）
・瓜………………… 1 本
・豚肉…………… 200g 
・ゆず胡椒…スプーン1杯
・酒・しょうゆ……適量

材料（2人前）
・瓜……………… 1/2 本
・塩……………… 適 量
・梅干し……………3つ
・かつおぶし………1 P

⑥ 出汁に塩、薄口しょうゆ、酒、千切りにしたしょうが
　 を入れ、煮立ったら⑤を入れ、蓋をして弱火で 20 分
　  ほど煮込み、最後に水溶き片栗粉でとろみをつける。

① 越瓜を薄切りにし、塩もみをして、
     水気が出てきたら余分な水分を絞る。
② 水気をしぼった越瓜に、種をとって
　 あらくほぐした梅干しを絡め、
     仕上げにかつおぶしをあえる。

① 越瓜は縦に半分に切り、スプーンで種を取っておよそ
　 5ミリの薄切りにする。
② フライパンにサラダ油を入れ豚肉を炒め、軽く火が
　 通ったら①の瓜を入れ、しんなりするまで火を通し、
　 酒・ゆず胡椒・しょうゆを加え強火でさっと炒める。

⑤ ③の穴に④を手の平で
　 押すようにして、しっ
　 かりと詰める。

④ エビは粘りが出るまで
　 包丁で叩くか、フード
　 プロセッサーにかけて
　 潰し、塩・酒とつなぎの
　 片栗粉少々を加えて
　 なじませる。この時、
　 みじん切りにした人参、
　 しいたけなどの野菜を
　 いっしょに混ぜ込む
　 と色どりもきれいに。

暑い日は冷蔵庫で冷やしてもＯＫ！お好みで大葉の千切りとしょうがをのせて。

* 煮込む出汁はお吸い物ほど
  の濃さ

くろもんしろうり わ つ に

＊梅干しをたっぷり使うと美味しさＵＰ！

もう１品ッ！
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三
会
所
だ
よ
り
（1）

　

宝
永
元
年（
一
七
〇
四
）
の
大
和
川
付
け
替
え
の
翌
年

か
ら
、久
宝
寺
川（
現 

長
瀬
川
）・
玉
櫛
川（
玉
串
川
）な
ど

の
旧
大
和
川
筋
、
深
野
池
、新
開
池
で
新
田
開
発
が
始
ま

り
ま
し
た
。八
尾
市
域
で
は
安
中
新
田
を
は
じ
め
山
本
新

田
、柏
村
新
田
な
ど
八
ヵ
所
の
新
田
が
開
発
さ
れ
、
新
開

池
で
は
鴻
池
新
田（
東
大
阪
市
）
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、付
け
替
え
の
五
年
後
に
は
お
よ
そ
一
〇
六
〇
町
歩

（
一
〇
五
〇
ha
）
三
五
ヵ
所
、
幕
末
に
は
五
三
ヵ
所
の
新

◇
鴻
池
新
田
会
所

　

・
八
月
二
日（
土
）「
怪
談
落
語
」

　

・
八
月
十
七
日（
日
）「
ニ
ュ
ー
・
フ
ァ
イ
ブ
・
ラ
イ
ン
ズ

　
　

  

第
13
回 

ビ
ッ
グ
・
バ
ン
ド
・
ラ
イ
ブ
」

　

・
十
月
二
十
六
日（
日
）「
鴻
池
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
」

　
　
　
　
　
　
　

  　

      

主
催  

鴻
池
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー 

ト
実
行
委
員
会

◇
加
賀
屋
新
田
会
所（
加
賀
屋
緑
地
）

　
・
十
月
二
十
六
日（
日
）「
第
２
回 

加
賀
屋
新
田
会
所
寄
席
」

　
　
　
　
　
　

 　
　

主
催  

住
之
江
の
ま
ち
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

1　河内屋北新田
2　深野北新田
3　尼ヶ崎新田
4　三箇新田
5　深野新田
6　深野南新田
7　中村新田
8　横山新田
9　御供田新田
10  河内屋南新田

11  灰塚新田
12  川中新田
13  鴻池新田
14  中新田
15  箕輪新田
16  三嶋屋新田
17  橋本新田
18  三組新田
19  布屋新田
20  菱屋東新田

21  玉井新田
22  菱屋中新田
23  新喜多新田
24  菱屋西新田
25  吉松新田
26  金岡新田
27  三津村新田
28  大信寺新田
29  顕証時新田
30  安中新田

31  天王寺屋新田
32  山本新田
33  柏村新田
34  二俣新田
35  市村新田

1

2

3 4 5

678
9

10

11

13

30

14
15

16

16
1718

19

23

24

25

26

27
28

29

31

32

33

34

35

20

21

22

12

田
が
開
発
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
大
阪
市
西
部（
湾
岸
部
）の
新
田
開
発
は
、
元
禄

年
間（
一
六
八
八
～
一
七
〇
四
）以
前
か
ら
幕
末
に
か
け
て

行
な
わ
れ
、
会
所
の
現
存
す
る
加
賀
屋
新
田
を
は
じ
め
、

春
日
出
新
田
、
市
岡
新
田
な
ど
お
よ
そ
五
〇
ヵ
所
の
新

田
が
開
発
さ
れ
ま
し
た（
こ
れ
ら
は
総
称
し
て
大
坂
川
口

（
海
表
）新
田
と
よ
ば
れ
る
）。
同
じ
大
和
川
付
け
替
え
と
新

田
開
発
の
歴
史
の
中
で
、
東
と
西
で
異
な
る
こ
の
両
側

に
つ
い
て
は
、
今
後
も
ふ
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
は
こ
こ
ま
で
。　
　
　
　
（
安
中
新
田
会
所  

安
藤
亮
）

※加賀屋新田（住之江区）は、

　大阪市西部の新大和川沿い

　にあります。

※「三会所」については前号をご覧ください

場　所 ： 住之江区南加賀屋4-8
交　通 ： 地下鉄「住之江公園」駅下車
　　　　徒歩15分・市バス「南加賀屋
　　　　四丁目」下車徒歩5分
休園日 ： 月曜日、年末年始
開　園 ： 10時～16時30分
入場料 ： 無料

場　所 ： 東大阪市鴻池元町2-30
交　通 ： JR学研都市線「鴻池新田」駅
　　　   下車、南東に徒歩5分
開　館 ： 10時～16時
休館日 ： 月曜日、祝日の翌日（土・日除く）
観覧料 ： 大人300円、小・中学生200円
お問い合わせ ： 06-6745-6409（電話）
　　　　　　　06-6744-7498（FAX）
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第
十
四
回

◇
植
松
灯
籠
の
日

　

旧
奈
良
街
道
が
の
こ
る
植
松
の
ま
ち
に
は
、
か

つ
て
夜
道
の
安
全
を
守
り
、
人
々
に
親
し
ま
れ
て

き
た
「
常じ

ょ
う
や
と
う

夜
燈
」
が
、
東
西
の
入
り
口
に
あ
っ
た
。

西
の
灯
籠
は
今
も
そ
の
場
所
に
置
か
れ
て
い
る
が

（
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
か
は
不
明
）、
東
口
に
あ
っ

た
も
の
は
、
幾
度
か
そ
の
居
場
所
を
追
わ
れ
、
現

在
は
旧
植
田
家
住
宅
の
庭
に
移
設
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
灯
籠
に
つ
い
て
植
松
で
は
、
現
状
を
知
る
人

は
少
な
く
、
ま
た
そ
の
存
在
自
体
を
知
る
人
も
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

常
夜
燈
に
は
、
火
袋
の
台
（
中
台
）
に「
金
毘
羅

大
権
現
」、
柱
部
分
の
竿
に「
常
夜
燈
」・「
寛
政

十
一
年
己
末
歳
十
月
吉
日
」・「
発
起
人  

絹
屋
佐

兵
衛
」の
文
字
が
あ
り
、こ
の
灯
籠
が
寛
政
十
一
年

（
一
七
九
九
）に
金
毘
羅
宮（
香
川
県
仲
多
度
郡
琴
平
町
）

に
参
拝
し
た
記
念
に
建
て
ら
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。自
由
に
旅
が
で
き
な
か
っ
た
江
戸
時
代
、寺
社

へ
の
参
拝
は
許
さ
れ
、金
毘
羅
参
り
や
お
か
げ
参

り
が
流
行
し
た
が
、そ
の
当
時
の
信
仰
や
く
ら
し

を
灯
籠
が
物
語
っ
て
い
る
。

　

旧
植
田
家
住
宅
で
は
、
こ
の
灯
籠
を
Ｐ
Ｒ
す
べ

く
、「
植
松
灯
籠
の
日
」
を
設
け
、
無
料
期
間
中

の
夜
間
に
灯
籠
の
点
灯
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
た
。

庭
の
灯
籠
と
と
も
に
数
十
年
ぶ
り
に
灯
り
が
灯
っ

た
灯
籠
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
当
時
を
懐
か

し
む
人
た
ち
や
、
そ
の
幻
想
的
な
雰
囲
気
を
楽
し

む
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
静
か
だ
っ
た
夜
は
賑
わ
い

を
少
し
だ
け
取
り
戻
し
た
。

　「植田家の灯
と う ろ う

籠に
　　　　   　　灯

あ か

りを灯
と も

すイベント」

数十年ぶりに灯りの灯った常夜燈（2014.5.10  旧植田家住宅・庭にて）

次
回
は
11
月
８
日（
土
）に
開
催
予
定
！
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昭
和
三
十
六
（
一
九
六
一
）
年
十
一
月
に
ブ
ラ

ジ
ル
の
旅
先
か
ら
送
ら
れ
た
「
生
き
ろ
マ
ン
シ
ョ
」

の
主
人
公
・
三
箇
マ
ン
シ
ョ
が
拠
点
と
し
た
地
域

は
現
在
の
大
東
市
か
ら
四
条
畷
附
近
の
深
野
池
や

飯
盛
山
周
辺
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
東
光
は
記
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
大
和
川
の
付
替
え
等
に
よ
り

深
野
池
の
様
相
は
往
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
、

東
光
は
惜
し
ん
で
い
ま
す
。

　

マ
ン
シ
ョ
の
父
で
あ
る
サ
ン
チ
ョ
は
、三
好
長
慶

の
家
来
と
し
て
身
を
立
て
、宣
教
師
ヴ
ィ
レ
ラ
に

よ
り
受
洗
し
た
と
フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
に
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
、
河
内
の
三
箇

に
建
て
ら
れ
て
い
た
会
堂
に
つ
い
て
、
そ
の
文
章

を
引
用
し
、
東
光
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。

　　
　

フ
ロ
イ
ス
は
「
三
箇
殿
は
、孤
児
の
父
、寡
婦

　

の
保
護
者
で
、
窮
乏
せ
る
キ
リ
シ
タ
ン
一
同
の

　

庇
護
者
」と
ま
で
言
っ
て
い
る
。こ
の
事
実
は
三
箇

落
穂
拾
い

　

 -

今
東
光
の
薫
風- 

（十
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
・
伊
東  

健

　

の
会
堂
が
、単
に
説
教
所
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

　

孤
児
院
や
、寡
婦
の
授
産
所
を
も
兼
ね
た
一
種
の

　

社
会
福
祉
施
設
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る

　

の
だ
。一
五
〇
〇
年
代
の
末
葉
に
河
内
国
の
片
田
舎

　

に
こ
の
よ
う
な
設
備
が
設
け
ら
れ
、窮
民
を
保
護

　

し
て
い
た
善
良
な
領
主
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を

　

史
家
は
逸
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
後
略
）

 　

実
は
、
こ
の
会
堂
に
立
ち
寄
り
数
日
を
過
ご
し

た
人
物
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
の
主
人
公･

軍
師
官
兵
衛
で
あ
っ
た
こ
と
を
司
馬
遼
太
郎
氏
も

著
作
「
播
磨
灘
物
語
」
で
触
れ
て
い
ま
す
。

　
　

河
内
の
三
箇
の
山
河
は
、そ
の
後
、官
兵
衛
が

　

世
を
終
え
る
ま
で
、疲
れ
た
夜
な
ど
、夢
の
中
で

　

し
ば
し
ば
出
て
き
た
風
景
な
の
で
あ
る
。（
中
略
）

　
　

城
は
、掻
き
上
げ
の
土
塁
を
め
ぐ
ら
し
た
簡
素

　

な
も
の
だ
っ
た
が
、城
下
の
村
に
は
会
堂
が
あ
り
、

　

小
さ
な
病
院
が
あ
り
、
孤
児
院
ま
で
あ
っ
て
、

　

キ
リ
シ
タ
ン
の
色
あ
い
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
る

　

よ
う
で
あ
る
。（
中
略
）

　
　

官
兵
衛
の
生
涯
で
、こ
の
三
箇
の
数
日
ほ
ど
、異

　

質
な
時
間
は
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
い
。（
後
略
）

コ
ラ
ム

　

キ
リ
シ
タ
ン
の
保
護
者
と
感
じ
て
い
た
織
田
信

長
を
当
初
は
支
持
す
る
マ
ン
シ
ョ
で
し
た
が
、
そ

の
苛
烈
な
信
賞
必
罰
に
反
感
を
覚
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
決
定
的
な
事
態
は
、
官
兵
衛
も
幽
閉
さ

れ
て
し
ま
う
荒
木
村
重
の
毛
利
方
へ
の
内
通
発
覚

の
時
に
生
じ
ま
す
。
マ
ン
シ
ョ
の
行
動
力
を
東
光

は
描
写
し
ま
す
。

　
　

マ
ン
シ
ョ
は
荒
木
摂
津
が
毛
利
に
内
通
と
い
う

　

噂
を
耳
に
す
る
と
、直
ち
に
兵
庫
を
指
し
て
行
き
、

　

瀬
戸
の
舟
人
相
手
の
浮
れ
女
な
ど
の
密
集
し
て

　

い
る
狭
斜
の
巷
に
ひ
そ
み
、
日
夜
、
花
隈
城
の

　

動
き
か
ら
目
を
放
さ
な
か
っ
た
。（
中
略
）

　
　

次
第
に
よ
っ
て
は
、
荒
木
勢
に
駆
け
込
ん
で
、

　

織
田
殿
に
一
矢
を
報
い
た
い
と
思
う
と
、
彼
は
今

　

か
今
か
と
期
の
熟
す
る
の
を
待
っ
て
い
た
の
だ
。

　

 （
後
略
）

　

し
か
し
、
父
サ
ン
チ
ョ
は
信
長
支
持
に
回
り
、

高
山
右
近
も
同
様
で
し
た
。
マ
ン
シ
ョ
の
運
命
に

暗
雲
が
立
ち
込
め
ま
す
。
と
、
こ
こ
で
紙
数
が
尽

き
ま
し
た
。
続
き
は
次
回
で
。
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